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27 K

10-10 ~10-11 W
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九州大学での思い出 

 

横本 克巳 

岩谷産業株式会社 

（国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 出向） 

 

1. はじめに 

九州大学低温センターだよりのサロンに原稿をとのお話を頂き有り難うございます。既に大学を離

れており私が大学の安全管理に協力出来る事はありませんが、懐かしく振り返りたいと思います。ペ

ージを埋めるため紙面を少し頂きますが、のんびりした気持ちでおつきあい頂ければ幸いです。 
 

2. 九州での仕事 

九州大学 高圧ガス等安全管理部門では平成２０年１１月から平成２６年１１月までの６年間お

世話になりました。企業と新エネルギー・産業総合開発機構（NEDO）での仕事とは違い、教職員、

学生の皆様が安全に高圧ガスを使用した実験研究が行う事が出来る環境を整備する目的で赴任しまし

た。大学の実態はある程度理解していたとは言え、初めて経験する文化の違いに戸惑いが多かった記

憶が残っています。 
安全管理の活動では各キャンパスの高圧ガス設備など現状把握、次に法的対策の検討へと進んでき

ました。大学も法人化され法遵守が厳しく求められていましたが、管理体制、人員が配置されていた

低温センターなど一部のセンター以外で当時十分であったかと言えばなかなか厳しい状況にありまし

た。これまで事故はなかったと言われる事も事実ですが、それは運が良かったと思うケースもいくつ

かありました。それでも何か変えようとするには現場の先生の協力なしではなにも進める事ができな

いので苦労しました。低温センター和田先生にも支援をお願いし色々と協力頂きましたが、先生は覚

えておられないかも知れませんが、「守られないルールはあっても意味がない。最低限でも守られるも

のが必要」とのコメントを頂きました。これを支えとし改善をお願いする際にしつこいくらい何度も

説明し、決して大きな負担にならなくて守って頂きたい事をお話していました。嫌がらせではなく将

来に渡り安全に実験研究が出来る環境、あるべき姿を議論出来たと思います。 
学外での活動は他大学の安全管理部門に方々との連携、高圧ガスの仕事に関連する経済産業省、福

岡県庁、高圧ガス保安協会、企業など多くの機関の皆様と一緒に仕事をさせて頂きました。いまでも

仕事上での関係がある機関も多く大変よい経験、人脈を持たせて頂きました。更には九州大学には当

時としては珍しい水素ステーションがあり、福岡県庁にも燃料電池自動車があったことから、一般見

学、中高生の学校訪問など幅広い対応をさせて頂きました。特に中高生には今の日本のエネルギー状

況、地球環境の説明から将来に向けて君達が何をしなくてはならないか考えて欲しいと何度もお話し

ていました。 
 

3. 高圧ガス保安講習会 

九州大学では低温センターの皆様との共催にて毎年行われる保安講習会を開催して来ました。合わ

せて他大学の高圧ガス安全講習会の講師をする機会も何度かありました。最初はあれこれ伝えたい事


